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No.18 高松市水循環健全化計画 

計画の 

概要 

①計画名、策定年月：高松市水循環健全化計画 
②対象流域または対象行政区界：高松市 
③策定の枠組み：策定主体 高松市企画財政部企画課水問題対策室 

検討主体 高松市水循環推進計画（仮称）策定懇談会 

     高松市水循環推進計画（仮称）策定庁内小委員会 

     専門アドバイザー会議 

検討期間 平成１４年４月～平成１５年３月 
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策定の背

景、目的 

①背景 

『本市が、これまで取り組んできた節水対策と水源確保については、今後とも積

極的に取り組むことは無論のこと、さらに、きれいな水、豊かな水辺など、私達の

生活と水との関わりを広い視点でとらえる必要があります。また、時として、私達

の生活を襲う浸水など水害に対しても適切な措置を取らなければなりません。そこ

で、私達と水のより良い関係を築き上げるため、従来の「基本指針」を見直し、今

日的な視点でとらえた新たな内容を加え、「高松市水循環健全化計画」を策定するこ

ととしました。』 
②計画の基本理念・目標 

『私たちが真に豊かな暮しを実現していくためには、市民が安心して水を利用で

きるまちづくりが不可欠であり、そのためには、水資源の確保はもちろん、快適な

水環境の整備、安全でおいしい飲み水の供給、渇水にも浸水にも強い都市整備など

が必要と言えます。 
水循環とは、一つには、地上に降った雨が蒸散する一方で、森林や水田を潤し、

川へ流れ、ため池で保水され、一部は地下へ浸透し、地下水を涵養したりします。

このような自然系の水循環がある一方、水道による給水、下水道による汚水や雨水

の排水、人工緑地による人為的浸透などの人工系水循環もあります。さらに、水辺

や景観、生態系などの水環境も含めた広い意味で、水循環ととらえることもできま

す。 
「健全な水循環」とは、このような自然系、人工系に水環境も加えた総合的な水

循環が、流域の上流から下流への面的な広がりや、地表水から地下水への立体的な

広がりの中で、人間社会の営みと環境の保全に果たす水の機能が、有機的に結びつ

き、適切なバランスのもとに確保され、かつ持続可能な状態を言います。 
そこで、本市の水問題を取り巻く諸問題を解決し、人と水とのよりよい関係を築

くために「水循環の健全化」をキーワードに、取り組みを進めることとした次第で

す。』 
③計画期間 

２００３～２０１０年度 
現況把握 流域（行政区域）の現況 

降水量  ：年１，１２４ｍｍ          水収支図 

人口   ：３３３，３８７人  
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課題 ・渇水 

水需要の増大にともない、節水や雑用水の利用などが重要となる。 

・水源の分散 

水源をダム、溜池、貯流水、河川水地下水、農業用調整水など分散する。 

・雨水の不浸透域の拡大 

雨水が浸透せず、地下水涵養量の減少、地下水位の低下をもたらす。 

・ヒートアイランド現象 

水面や緑地の減少により水の蒸発散量の減少が起こり、ヒートアイランド現象

が発生している。 

・生態系の変化 

護岸の改築により、動植物の生息地域が減少し、生態系が変化している。 

・水質の悪化 

人口・世帯の高密度化や生活様式の高度化により、河川・ため池、地下水の水

質が悪化している。 

・浸水対策 

短時間強雨の頻発と雨水不浸透域の増加により、雨水の表面流出が増大してい

る。 

・市民や地域の理解と協力 

学校や地域の環境学習、水辺の清掃、水質浄化の取り組み、水源地域との交流

が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策の 

方針 

対策の基本方針 

以下の６つの取り組みを行う。 
・水の有効利用と水資源の確保 

・自然な水循環の回復 

・緑地・水辺の再生 

・水質汚濁の防止・改善 

・都市の安全と安心の確保 

・パートナーシップに基づいたまちづくり 
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具体的対

策の概要 

①具体的対策の概要 

1)水の有効利用と水資源の確保のために 

ｱ)節水・水の有効利用を促進します 

・節水意識の啓発、節水行動の促進 ・節水型機器の普及促進 

・水道漏水防止への取組み ・節水型料金体系への見直し 

・雑用水源としての雨水の利用 ・下水処理再生水の整備・利用 

・排水再利用施設の整備（個別循環・地区循環） 

ｲ)水源の水量を確保し、水質を保全します 

・水源林・水源地の保全、水源涵養 ・水質監視、水質保全対策の推進 

・浄水施設等の整備 

ｳ)新たな水資源を開発します 

・椛川ダムの整備促進 ・地下水源等の開発 

2)自然な水循環の回復に向けて 

ｱ)湧水、河川水、地下水量を回復します 

・ため池・水田等の保全、活用 ・雨水貯留・浸透施設の整備 

・地下水の涵養と適正利用 ・都市部における緑化の推進 

・河川・水路の流量維持、水量の確保 

3)緑地・水辺の再生に向けて 

ｱ)水と親しむ街づくりを進めます 

・湧水（出水）の保全と多自然型河川整備 ・干潟の保全と再生 

・市街地における潤いある緑地・水辺空間の創造 

・下水処理再生水の利用（開放系循環） 

4)水質汚濁の防止・改善のために 

ｱ)水質の改善を図ります 

・汚水処理施設の整備促進 ・汚染源対策の推進（特定・非特定） 

・地下水浄化対策の推進 ・河川・ため池等に対する直接浄化対策 

・瀬戸内海の水質汚濁物質の総量規制 ・合流式下水道の改善 

5)都市の安全と安心の確保のために 

ｱ)雨水対策を推進します 

・雨水ポンプ場、雨水貯留池の整備 ・雨水貯留・浸透施設の整備（再掲）

ｲ)渇水・緊急時の水確保に努めます 

・円滑な水融通 ・下水処理水等非常時水源の確保 

・災害時における給水体制の整備 

ｳ)水道水質の向上を図ります 

・水道における高度浄水処理の取組み 

・河川・ため池等に対する直接浄化対策（再掲） 

ｴ)ヒートアイランド現象を緩和します 

・保水性舗装等の実施 ・都市部における緑化の推進（再掲） 

・河川・水路の流量維持、水量の確保（再掲） 

 

[No.18 高松市水循環健全化計画]



 1-103

 ②実施スケジュール 

実施スケジュールについては下表の通り、施策のうち数量化できるものについて

は、目標値と目標年次を明確にし、その進行を管理する。（各年度数値は、年度末数

値） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③関係主体の連携（推進体制） 

４つの部会からなる推進本部を置く。 
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策定時の

住民の関

わり 

①住民アンケート 

水問題対策に関する市民意識調査（アンケート）（回収総数１，３８２通）を行い、

図のような結果や、節水意識・水循環に対する考え方に関する回答を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②委員会への参加 

高松市水循環推進計画(仮称)策定懇談会の委員として、公募市民の参加があった。
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